















 シャン (Shan)とは、現代的文脈では、ミャンマー国内に居住するタイ 
(Tai/Tay) 系言語を母語とする人々に対するビルマ語の他称で、タイが自称
である。歴史的に Shan の類語は、Syam として12世紀バガン期の碑文に初
出する[Luce 1958: 124]。なお Tai/Tay の現代的意味 (free) の初出は、17


























文化 (literature and culture)」という枠組み、リテラシーの基本的能力、
さらに自文学功労者顕彰の日の設定など、シャン民族知の表象の複数事例が
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1902年にビルマ碑文局 (Burma Epigraphy Office)を開設する。同局は、1948
年のビルマ連邦としての独立以降に考古局として引き継がれる。また歴史学、
文学など広く学術界を主導するビルマ研究学会 (Burma Research Society)
は、植民地政府副総督をパトロンとして、設立当時、ICS (Indian Civil 












もバプティスト派の宣教師であった米国人ジャドソン (Adoniram Judson, 
1788-1850)、及びクッシング (Josiah Nelson Cushing, 1840-1905)であっ
たことは決して偶然ではない。彼らの活動は、ビルマ研究学会誌上でも、
“What Dr. Judson was to the Burmans, Dr. Cushing was to the Shans” 




したとはいえないが [Sai Htwe Maung 2007]、彼らの辞書編纂・文法書執
筆活動などの現地語理解の過程で外来と土着の知識が交錯し、特に、各土着
言語のコーパスが辞書という形態で輪廓を付与されたのである。 








ンネームで記した The Burman: His Life and Notions （初版1882）は、当
時の英領植民地社会の様子を巧みに描いた著書であり、現在も引用に耐える
文献である。また彼が中心となって編纂した地誌である Gazetteer of Upper 
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ない [Lebar et. al. 1964]。すなわち、タイ・カダイ (Tai-Kadai)系という独














を解釈している[Tannenbaum 2009: 4-5]。（Figure の説明は筆者による） 
 
   Figure 1：〈Shan〉の拡大解釈 




 Siamese      Lao      Shan     Lue   Khun     etc. 
 
   Figure 2：タイ化 (Tai-ization) 
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Burmese Chinese  Lao    Siamese 
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を支配する王」であることを理想としていた [渡邊 1987: 136, 146-147]の
である。 
 このような見方を、社会構造の観点から補強するのが、英国人類学者リー






















 またタイ (Thai)人の思想家で、タイ (Tai)史研究者でもあったチット・
















の後のタイ史研究に影響を与えた米国長老教会の福音伝道師ドッド (W. C. 






 タイ王国人の歴史学者ルチャヤ (M. R. Rujaya Abhakorn)は、スコット、
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を、同一語源であるシャン (Shan)、サイアム (Siam)、シャム (Syam)な
どとして記録してきたことをシャン知識人自身も歴史的事実として受容して
いる [Sai Aye Maung and Sai San Aik 2008]。19世紀の資料にも、シャン
の人々と交流があったことが知られているビルマ人のみならず、アッサムの











られている [T’ien 1986]。それが宗教的実践、つまり Pai-Cults とも重なる
（Pai は、ビルマ語で一般に祭事を意味するプエ/pwe と同語源である）。
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 シャンの年代記が伝えるムアン・マオ（別称 Mong Mao Long= Mäng 
Maaw Long /勐卯弄-果占壁/Kawsampi-Ko Shan Pyi）王国は、ツァオパ
ーがツァオ・ツォーカンパー (Sao Hso Hkan Hpa/Caw Sä Khan Phaa/思
翰法/思可法) の時代に、モー･ガウンを建設し、アッサム地方への遠征を成
功させ、その版図は最大となる。兄王を支援したにもかかわらず、死を賜っ
た悲劇の英雄である弟ツァオ・サムロンパー (Sao Sam Long Hpa/Caw 
Saam Long Phaa/思翁法)、別名ツァオ・サム・ター (Sao Sam Tar/Caw Sam 










部な著作、History of the Shan State: From Its Origin to 1962 を出版した
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[Sai Aung Tun 2009: 26] 
 
 シャン語 ビルマ語 
「むら」 バーン (Baan) イワ (Ywa/Village) 
「まち」 セー (Se/province/district) 
ムアン（Mong/Mäng） 
ケン(チェン) (Keng/used 
only in names of towns, 
cities and provinces)  
ミョウ (Myo/town/city) 
「くに」 ムアン（Mong/Mäng/ ピィ (Pyi/country/royal city) 






The Tai Social System
 -14-
country, land, large city） ナインガン 








ピィネ (Pyine)が州 (State)、平地中央部に位置するタイン・データ・ジー 
(Taing Detha Gyi)が地方域 (Region、かつては Division)とされ[Republic 
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“National”を使う組織   
Arakan National Counicl/ Arakan Rohingya National Organization/ Chin 
National Front/Karenni National Progressive Party/ Karen National 
Union/ Mon National Liberation Army/National League for 
Democracy/National Socialist Council of Nagaland/Pa-O National 
Organization/Rakhine National Party/Shan Nationalities Democratic 
Party/ Shan State National Army/ Ta’ang National Liberation Army/ Wa 
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にたどるサイ・カム・モン (Sai Kam Mong)による起源論・伝播論 [Sai Kam 
Mon 2004]は、シャン文化史研究の重要な研究成果である。ただし、この点




界に取り込まれていく過程を「シャンのビルマ化 (Burmanization of the 































図は、タンバイア (S.J.Tambiah, 1929-2014)が提唱した銀河系政体 
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される傾向があり[Chao Tzang Yawnghwe 1987、Sargent 1994、アダムス 






































                                                          
1 本論考は、第44回中国・四国地区研究懇談会中四国人類学談話会（2015
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6 13世紀から14世紀にかけての時期が、時に“Tai Century”として形容され、 
[Kirigaya 2015]、あるいは13世紀から16世紀が“Shan Hegemony”として
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